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ダイヤモンド中の窒素―空孔(NV)中心は，室温でも長

い位相緩和時間を持つために，量子情報処理デバイスや量

子センサーの実現に向けた研究が広く行われている．これ

らの研究では，NV 中心のスピン状態を光学的な手法[1]

や電気的な手法[2-5]を用いて検出している．特に電気的な

手法は，集積化やデバイスの高度化等に向けた応用上重要

な技術であり，光学的な手法よりも検出感度が約 3 倍高い

という理論予測もある[3]．この電気的な手法を利用した

量子情報処理デバイスや量子センサーを実現するために

は，単一電子スピンや核スピンを検出できる検出感度が必

要とされている一方，現在この手法は，アンサンブル NV

中心の電子スピンや核スピンの検出に成功している段階

である[2-5]．本研究では，電気的な手法の検出感度向上を

目指し，電気的磁気共鳴検出(EDMR)スペクトルの信号雑

音比の電極構造依存性を研究した． 

まず Fig. 1(a)に示す微細構造電極をダイヤモンド基板

上に作製し，NV 中心の EDMR スペクトルを観測した(Fig. 1 (b))．次に，本結果と他の電極構造を

用いた EDMR スペクトルを比較した結果，Fig. 1 に示す電極構造を用いることで信号雑音比が約

3 倍向上した．本発表では，電極構造による NV 中心の電気的磁気共鳴スペクトルの信号雑音比

の向上などについて詳細に議論する． 
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(a) Electrical Contacts on diamond 

substrate. (b) EDMR Spectrum of NV 

centers.  
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